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どを訴える者の割合が低 く、また 「自分の感情 をコントロールが うまくで きる」と回答 した者の割合が
高かった。以上の結果を基に、青年期男性の生活習慣 を考慮 した効果的健康教育のあ り方を考察 した。
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Interest in Bone Health of Male Vocational School Students is A sociated with
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The aim of this tudy was to determine whether interest inbone health was associated with consumption of foods
good for bone health and self-evaluated h alth condition. The study subjects were 151 male vocational school
students aged 19 through 20 in a self-administered qu stionnaire survey study. They were divided into two groups,
one interested inbone health (IN-group) and the other not (NIN-group). A total of 51.7％ of subjects were
interested inbone health. Subjects in the IN-group more frequently consumed milk-related b verages, cheese and
soy bean products and had higher scores for intake frequency of such foods than those in the NIN-group (p<0.05)
did. The percentages of students who exercised regularly was higher in the IN-group than in the NIN-group. The
percentages of subjects who answered “susceptible to be tired”,“head feels heavy” or “sore neck” were
lower in the IN-group than in the NI-group. Of the subjects in the IN-group,65.4％ answered “Feelings can be
controlled asily.”, whereas only 53.4％ did in the NI-group. We compared these results to our female'results and
we found a gender difference indietary habits. The results of this study demonstrate the importance of health
education based on gender.
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∬.研 究 方 法
1.調査対象
　仙台市 に在住す る医療系男子専 門学校生 を対象 に2003年
8月 か ら11月にか けて ア ンケー ト調査 を行 ない、156人
(うち有効回答151名、有効回答率96.8%)から回答 を得た。





その場 で回収 した。骨 に関す る意識調査には、先 に発表 し
た論文7・8}と同様に雪 印乳業株式会社生活研究所が現代の
若い女性 を対象 に行った質問紙1°)を用いた。食物摂取状況
に関する質問 は松田 ら1')の簡易食物摂取状 況調査票 を一部
改変 して用いた。
　 質問紙 の内容は、(1)骨 に対する意識、(II)骨の健康
に関する食 品の摂取状 況、(皿)運 動習慣、(IV)ダイエ ッ
トの経験、(V)健 康状態、(VD気 分や行動 ・人間関係で
あ る。(1)の 骨 に関する意識 に関す る質問は(1)骨 へ
の関心の有無、(2)骨 のため に実行 している ことの有無
とその内容であ る。学生 は(1)と(2)に ついて、 「あ
る」、「ない」の2つ の選択肢 か ら1つ を選択 した。(2)
の実行内容 について は自由記述 とした。(II)の食 品摂取
状 況につ いては 「骨 の健康 にとって大切 な食生活 について
お聞 きします」 と記載 した上で、骨の健康 に必要 とされる
カル シウム12>～14)、マ グネシウム13)、ビ タミンD13).15)、ビタ
ミンKlal7)、イソフラボ ン16)を含む以下の食 品の摂取 頻度
を調べた。(1)牛 乳 と乳飲 料、 ヨー グル ト、 チーズ、牛
乳 を使 ったアイスク リーム類の4品 目…主 としてカルシウ
ムの供給源、(2)大 豆製品(納 豆、豆乳、豆腐、油揚 げ、
大豆水煮、 きな こな ど)… カルシウム、マグネシウム、 ビ
タ ミンK、 イソフ ラボ ンの供給 源、(3)色 の濃 い野菜
(春菊、小松菜、 ホウ レンソウ、ブ ロ ッコ リーな ど)… カ
ル シウム、 ビタ ミンKの 供 給、(4)骨 ご と食べ る小魚
(煮干 し、 しらす干 し、サ クラエ ビな ど)… カル シウムの
供給源、(5)海 藻(ノ リ、ワカメ、 コ ンブ、モズ クな ど)
… カルシウム、マグネシウムの供給源、(6)魚(カ レイ、
サケ、ウナギ、サバな ど)… ビタ ミンDの 供給源。 さらに、
骨 の健康 に対 して悪影響 を与 えるため摂 り過 ぎに注意 した
ほ うが良い とされている(7)フ ァス トフー ド、甘い飲料、
スナ ック菓子、(8)ダ イエ ッ ト食品 につ いて も摂取頻 度
を調 査 した。(皿)の 運動 については運動の有無 と一 日の
歩行時 間を質問 した。(IV)のダイエ ッ トの経験 の有無 を、
「あ る」、「ない」で質問 し、 「ある」 と答 えたもの はその回
数 を回答 した。(V)の 健康状 態に関 して は(1)便 通 の
回数、(2)風 邪 を引 きやす い、疲れやす い、 い らい らす
る、頭 が重い、す ぐ座 りたい、肩 こりを感 じる、腰が痛 い、
の項 目について 「よくある」、「時々ある」、「いいえ」 の3
つ の選択肢 か らひとつ を選択 した。(VDの 気分や行動 ・
人間関係 については(1)親 や周囲の人間に対 して腹が立
つ、(2)感 情の コン トロールがで きる、(3)毎 日の生活









ヨー グル ト、チーズ、 アイス クリーム)に ついて、いずれ
か一 品を、 「ほ とん ど摂 らない」、「ときどき摂 る」、「毎 日
1本(個)」、「毎 日2本(個)以 上」摂取 した ものを、 そ
れぞれ0点 、1点 、2点 、3点 として点数化 し、2点 以上
を充足群、2点 未満 を不足群 と した。(2)か ら(6)の
食品群 については、「ほとん ど食べ ない」、「月に1～2回 」、
「週 に1～2回 」、「週 に3～4回 」、「ほ とん ど毎 日」 をそ
れぞれ0点 、1点 、2点 、3点 、4点 として点数化 し、月
に1～2回 しか摂取 しない ものを 「不足」 と考え、(2)
か ら(6)の 得点の合計が10点以下 を食品摂取頻度不足群
とした。(7)の 食品群につ いては、「ほ とん ど食べ ない」、
「月に1～2回 」、「週 に1～2回 」、「週 に3～4回 」、「ほ
とん ど毎 日」 をそれぞれ4点 、3点 、2点 、1点 、0点 、
(8)の ダイエ ッ ト食品については、「毎 日利用す る」、「と
きどき利用す る」、「ほとん ど利用 しない」、「全 く利用 しな
い」 をそ れぞれ0点 、1点 、2点 、3点 と点数化 した。
(7)の食品群 につ いては 「週 に1～2回 以上」、(8)ダ
イエ ッ ト食品につ いて は 「殆 ど利用 しない」 を選択 した者
を良好 と考 え、(7)と(8)の 得点の合計が8点 以上 を
悪影響のある食品の摂取頻度良好群 とした。群問の比率の
差の検定 にはX二 乗検定を行 った。平均 の差の検 定には対























で あった。 方法 に
示 したように、 「自
分の骨 の健康 に関
心 が ある」 と答 え
た もの を 『関心 あ
り群』、 「自分 の骨































食品5品 目を解析で示 した方法で点数化 した結果を図2に
示した(図2-B)。5品 目の合計点15点以上を示 した者






(3)嗜好食品3品 目(フ ァス トフー ド、甘い飲料、スナ
ック菓子)と ダイエ ット食品
　ファストフー ド、甘い飲料、スナック菓子を週3～4回

















































　　　　表2　 骨に対する関心の有無 と骨の健康に影響 を与 える食品摂取状況
a.乳製品を全く摂取しない者の人数と割合









*　 関心 あ り群 と関 心 な し群 の間 でp<0 .001で有意 差 が あ った






















**関 心 あ り群 と関心 な し群の 間 でp<0 .05で有意 差 が あ った
c.嗜好食品 を週3～4回 以上摂取 している者の人数と割合
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